
第３次天草市総合計画における指標の考え方
第３次天草市総合計画では、「基本構想」「基本計画」「実施計画」
の３つで構成しています。

基本構想

基本計画

実施計画

令和１１年度までに目指す「まちの将来像」
「理念」「ありたい姿」を示したもの。

基本構想の実現に向けて、現状と課題を明確にし
取り組む政策・施策計画を示したもの。

基本計画に基づき、具体的に課題解決に取り組む
事務事業を示したもの。

ありたい姿における
市民の実感度

施策計画における
成果指標

事業実施に伴う
活動指標

反映

ありたい姿ごとに、市民の実感度を
０〜５の数値を用いた６段階評価での
把握を行います。（市政アンケート）
※総合計画は、市民とともにつくり上げ
ていく計画であり、市民の実感度を測
る必要があると考えます。

施策計画の取り組みによる成果を測る
指標及び目標値を設定し、現状値の把
握を行います。
（原則、実績値がとれる数値を設定）

事業の活動状況を測る指標及び目標値
を設定し、現状値の把握を行います。
（実績値がとれる数値を設定）

設定する指標

効率的かつ効果的な
事業の実施

総合計画におけるロジックモデル

成果指標が上昇 ありたい姿が実現していく
（市民の実感度が上昇する）

【実施計画】 【基本計画】 【基本構想】
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指標における評価体制

≪実績データ≫
活動指標

≪主に実績データ≫
成果指標

≪市民の実感≫
市民の実感度

【実施計画】 【基本計画】 【基本構想】

【良い傾向（ロジックモデル）】

効率的かつ効果的な
事業の実施 成果指標（上昇） ありたい姿への市民の実感度

（上昇）

【「成果指標」と「市民の実感度」が不一致：分析・改善が必要】

効率的かつ効果的な
事業の実施 成果指標（上昇） ありたい姿への市民の実感度

（下降）

ズレが生じている
なぜか？
分析分析結果に基づき、事業内容等の見直し・改善 現状及び課題を分析し、『やることの改善』

『やり方の改善』 を抽出

不一致
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